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令和７年度（2025年度）当初予算の概要

～ ふるさと秦野の輝く未来に向けて挑み続ける予算 ～

1秦野市
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新年度予算のポイント

全国屈指の森林観光都市の実現

『水とみどりに育まれ誰もが輝く
暮らしよい都市（まち）』を目指して
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新年度予算のポイント

3

全国屈指の
森林観光都市

小田急線４駅周辺の
にぎわい創造

表丹沢の魅力づくり

女性と子どもが住みやすいまちづくり

令和７年度の主な取り組み

▶ 健康で安心して暮らせるプロジェクト

▶ 未来を拓く子育て・教育プロジェクト

▶ 小田急線４駅周辺のにぎわい創造プロジェクト

▶ 新東名・２４６バイパスの最大活用プロジェクト

▶ 新たな日常創造プロジェクト

▶ 横断プロジェクト「移住・定住活性化プロジェクト」

秦野みらいづくりプロジェクト（５つの誓い2022）
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～水とみどりに育まれ誰もが輝く暮らしよい都市（まち）を目指して～
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予算規模について

予算総額 1,089億6,600万円（＋5.5％）
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全 会 計（５年連続）
一般会計（７年連続）

一般会計 640億7,000万円（＋5.8％）

※令和７年度末の財政調整基金残高は、目安とする３０億円を確保(見込み)

（ ）内は、前年度比増減率
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①一般会計 640億7,000万円（＋5.8％）

②地方公営企業会計 97億600万円（＋15.1％）
【水道事業・公共下水道事業】

③特別会計 351億9,000万円（＋2.5％）
【国民健康保険事業・介護保険事業・後期高齢者医療事業】

（ ）内は、前年度比増減率

各会計の予算規模（会計別）
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一般会計予算の概要（主な歳入）
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市税 232億円（＋5.9％）

※過去最高は、平成20年度当初予算 258億2,900万円

市税以外

①普通交付税 61億6,000万円（＋7.5％）

②臨時財政対策債 0円（皆減）

③市債 49億3,650万円（＋3.8％）

④財政調整基金繰入金 16億8,015万円（＋3.9％）

（ ）内は、前年度比増減率

一般会計予算の概要（主な歳出）
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義務的経費 339億9,689万円（＋8.2％）
①人件費 118億5,508万円（＋ 6.5％）
②扶助費 189億 61万円（＋ 11.7％）
③公債費 32億4,120万円（△ 3.5％）

普通建設事業費 71億6,870万円（△5.6％）
主な建設事業
・菩提横野線・矢坪沢水路の整備
および戸川土地区画整理組合への支援 21億 865万円

・文化会館の特定天井の改修など 9億1,395万円
・秦野駅南部（今泉）土地区画整理事業 5億9,210万円
・秦野駅北口周辺にぎわい創造推進事業 3億 491万円

（ ）内は、前年度比増減率
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１ 健康で安心して暮らせるプロジェクト
～ 水とみどりを育む取り組みの推進 ～

9

◎ 里山の広葉樹を活用した学習机の天板の導入 132万円

◎ 名水サミットの開催 1,571万円

市民共有の財産である水とみどりを守り育て、生かすことにより、
恵まれた自然環境と共生した秦野らしさのあるまちづくりを推進

新規 拡充

１ 健康で安心して暮らせるプロジェクト
～ 人生１００年時代の健康長寿に向けた取り組みの推進 ～

10

人生１００年時代を心身共に健康で安心して暮らせるよう、地域医療
の充実・強化を図りながら健康長寿に向けた取り組みを推進

◎ 帯状疱疹ワクチン接種への助成を実施 7,544万円

◎ 休日夜間急患診療所の建替え

に向けた基礎調査の実施 1,533万円

新規 拡充
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１ 健康で安心して暮らせるプロジェクト
～ 災害や犯罪に強いふるさとづくりの推進 ～
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市民の生命や財産を守り、安全・安心な暮らしの実現に向け、市民、
事業者、行政が一体となった地域力や都市の安全性を強化する取り組み
を推進

〇 防災行政無線設備の更新

および機能拡充 5,850万円

◎ 文化会館および保健福祉センター

の特定天井の改修など 9億2,825万円

・ 水道・下水道施設の耐震化の推進 15億 435万円

※令和６年度補正予算を含む

※水道事業会計、公共下水道事業会計

新規 拡充

２ 未来を拓く子育て・教育プロジェクト
～ 安心して妊娠・出産できる環境づくりの推進 ～
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◎ １か月児の健康診査における

費用負担の軽減など 187万円

◎ 小児二次救急医療の充実に

向けた秦野赤十字病院への支援 640万円

新規 拡充

周産期医療および保健体制の整備・充実などにより、安心して妊娠・
出産ができる環境づくりを推進
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２ 未来を拓く子育て・教育プロジェクト
～ 秦野で子育てして良かったと思える環境づくりの推進 ～
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結婚から育児までの切れ目のない支援により、地域で安心して子育て
ができる環境づくりを推進

〇 保育所などや小・中学校の給食食材高騰への支援

1億3,193万円

◎ 放課後児童ホームへの入退室管理システムの導入

637万円

◎ 医療的ケア児などへの支援 957万円

◎ 結婚に伴う新生活への経済的支援など 2,700万円

新規 拡充

２ 未来を拓く子育て・教育プロジェクト
～ 次世代を担う「はだのっ子」の確かな学力向上施策の推進 ～

14

子どもたちの新たな学びのスタイルを構築するとともに、次世代の
教育を見据えた環境整備により、「はだのっ子」の確かな学力向上に
向けた取り組みを推進

◎ 読解力向上ワークシートの導入 156万円

◎ 学校水泳指導業務の

民間スイミングクラブへの委託実証事業の実施 200万円

新規 拡充
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３ 小田急線４駅周辺のにぎわい創造プロジェクト
～ ４駅周辺と各駅のにぎわい創造の推進 ～

15

各駅の魅力ある地域資源や特色を生かし、駅周辺市街地における「歩いて楽しい、
歩いて暮らせるまちづくり」に向け、地域と連携して取り組みを推進

【秦野駅北口周辺】

◎ 多世代交流施設の整備に向けた取り組み 2億7,785万円

◎ 商業・業務系施設の立地に向けた

事業用地の確保など 9,114万円

【各駅のにぎわい創造】

〇 電子地域通貨「OMOTANコイン」の活用促進 8,650万円

（うち商業者などが行う販売促進事業への支援 1,147万円）

〇 にぎわい創造事業委託の拡充 410万円

新規 拡充

３ 小田急線４駅周辺のにぎわい創造プロジェクト
～ 各駅間を結ぶ人の流れを生み出す取り組みなど ～

16

【弘法山公園（秦野駅、東海大学前駅、鶴巻温泉駅）】

〇 インフルエンサーなどを活用した広報宣伝 246万円

（うちガイドブックの作成 196万円）

【はだの歴史博物館】

◎ デジタルミュージアムの整備 807万円

新規 拡充

【渋沢丘陵（秦野駅、渋沢駅）】

◎ はだのスポーツビレッジの進入路の整備 7,317万円

◎ 渋沢丘陵周辺の土地利用構想の策定 1,044万円

※イメージ図
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４ 新東名・２４６バイパスの最大活用プロジェクト
～ 表丹沢魅力づくり構想の推進 ～

17

表丹沢における農林業、観光、文化、歴史、スポーツなど、広範な分野の地域

資源を磨き、つなげ、新たに触れる機会を増やし、本物の魅力を見つけ出せる表
丹沢とすることにより、交流人口や関係人口の増加を図り、地域活性化を推進

◎ 菜の花台園地の環境整備 672万円

◎ 羽根森林資源活用拠点（仮称）

における検討会の設置など 31万円

◎ 秦野丹沢野外彫刻展の実施など 1,759万円

新規 拡充

４ 新東名・２４６バイパスの最大活用プロジェクト
～ 地域特性を生かした企業誘致の推進など ～

18新規 拡充

・ 秦野市戸川土地区画整理組合への支援 1億5,000万円

新市街地ゾーンにおいて、新東名高速道路などのネットワークや地域特性
を生かした新たな雇用の創出につながる企業誘致の推進や、秦野丹沢スマー
トインターチェンジから市街地へのアクセス性を高めるなど、新東名高速道
路開通に伴う新たな人の流れを支えるネットワークの形成を推進

・ 都市計画道路菩提横野線の整備 6億4,955万円

・ 矢坪沢水路の整備 13億 910万円

※イメージ図
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５ 新たな日常創造プロジェクト
～ デジタル化の推進 ～

19

〇 キャッシュレス決済が可能な窓口の拡充

1,220万円

◎ 電子母子健康手帳への機能追加

232万円

◎ 基幹系システムの標準化・共通化への対応

8億2万円

あらゆる市役所業務での積極的なＩＣＴの活用により、スマート自治体への
転換やデジタル化を推進

新規 拡充

横断プロジェクト「移住・定住活性化プロジェクト」
～ 移住・定住人口の増加につなげる取り組みの推進 ～

20

◎ はだのOMOTANライフ応援事業の実施 1億3,180万円

※ふるさと回帰・定住を促進するための支援を新設し、制度をリニューアル

「住みたい」、「働きたい」、「何度でも行ってみたい」につながる「関係人口」
を創出・拡大

新規 拡充


